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1. はじめに

初の国産測地衛星「あじさし、」の打上げに伴い，水路部では打上げ直後より「あじさし、」の軌道決定及び

軌道改良のための「軌道観測」（レーザー測距観測及び写真観測）を 4水路観測所において行った。乙のほか

海外のレーザー測距局でも「あじさし、Jのレーザー測距観測が行われた。乙れらの観測データは，速かに収

集し解析する必要があるため，公衆電話回線を用いたパーソナJレコンビューターによるデータ通信網を整備

した。乙の「あじさい観測データ通信網」を用いれば，国内外の観測所と本庁水路部の間で迅速なデータ転

送が可能となる。

あじさい観測データ通信網の特徴は，各観測l所のパーソナJレコンピューター（異機種）上のデータと本庁水

路部のパーソナjレコンビューター上のデータとを相互に短時間でファイル転送で・きる乙とである。データは，直

接パーソナJレコンピューターのディスク上に落ちるため，キーボード入力等の煩雑な操作が必要なし省力化が

図れる。また，必要な機器が少なく安価である。さらに，電子メーjレ機能を用いているため，通信相手と直

接会話する必要がないため時間の制約が少なく，特iと海外の観測局との定常的な通信lと極めて便利である。

2. 構成

各水路観測所lζ設置されているパーソナルコンピューターは機種が異なるため，直接電話回線で結ぶ乙と

はできない。乙のため，既成の付加価値通信網（VAN）である PC-Van（圏内通信用）と G.E. Mark III 

（国外通信 ・テレ ックス接続用）を用いて，通信網を構成した （第 1表）。

通信lとは，電子メーJレ方式を用いた。乙れは送り手側が相手のメールボックス内l乙データを送信し、受け

手側で自分のメーJレボックスを聞ける乙とにより，データの授受を行うものである。データの作成がパーソ

ナルコンビューター上でできるためデータの管理が容易であり，コピーを簡単iζ別の観測所iζ送付できるの

第 1表機器の構成

ノf ー ソ ナ Jレ
変 復 調 器

通信ソフト

コンビューター ウ エ ア

本庁水路部 PC-9801 VM モデム（ 1200 bps) PCOM 

白浜水路観測所 PC-8001 Mark-II モデムホン（ 300 bps) PCOM 

八丈水路観測所 PC-9801 モデムホン（ 300bps) PCOM 

下里水路観測所 N5200-05 モデム （1200 bps) PCOM 

美星水路観測所 FM 11 モデムホン（ 300 bps) FCOM 
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で省力化が図れ，送受双方で同時に作業を行う必要がないため，

作業効率が高い。

G. E. Mark mとテレックス端末聞のデータ転送も可能である

ため，あじさい観測データ通信網はテレックスをも含んでおり

非常に広範な利用者からの接続が可能である。

あじさい観測データ通信網lζ接続するためには，パーソナル

コンビューターと変復調器と通信ソフトウェア，またはテレッ

クス端末が必要である。

今回整備した機器の構成を第 1表に示す。

3. 「あじさLリ軌道観測

国産測地衛星「あじさし、」は， 1986年8月13日未明（日本

時間）種子島宇宙センターより打上げられ，ほぼ予定どおりの

軌道IC投入された。投入精度が良好であったため，打上げ直後か

から下里をはじめ世界各地でレーザー測距観測がなされた。乙れら

のデータはあじさい観測lデータ通信網を通じて各水路観測所及び海

外のレーザー測距局より収集され，初期の軌道決定を担当した字

宙開発事業固に送付され，速やかに軌道が決定された。また，

事業固によって決定された軌道要素は，あじさい観測データ通

第 2表データの流れ
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信網を通じて観測l局lζ配布された。その後も安定した観測がなされ，「あじさい」の軌道決定は良好に行わ

れている。

4. おわりに

今回あじさい観測データ通信網を導入した直接の動機は，「あじさい」の膨大な観測データ及び予報を圏

内外の多数の観測局と定常的に送受する必要が生じたためであった。乙のため，プリンター用紙，紙テープ，

カード等の古いメディアの利用は避け，オンラインで仕事を処理し，人手を介する作業は極力排除した。ま

た，観測l所の経済的負担を軽減するため，既存の付加価値通信網を用いて，回線料の節約を図った。

今後の課題としては，本庁水路部と各水路観測所聞のコンビューターのネットワーク化が考えられるが，

異機種のため困難なと乙ろが多い。

水路業務の精密化，広域化iζ伴って他の分野でもオンラインデータ通信網を構築する必要が生じる乙とと

思う。先例として参考にしていただければ幸いである。
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第 3表 あじさいデータ通信網
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